
『りんごかもしれない』
ヨシタケシンスケ（作）／ブロンズ新社＜913＞

哲学？妄想？発想力？考える頭があれば、世

の中は果てしなくおもしろい。ヨシタケシンス

ケさんの発想えほん。

１１月号
メディアセンターだより

芸術の秋、スポーツの秋、食欲の秋、そして読書の秋です。冒険小説、恋愛小説、歴史小説、

ミステリー小説…。実際に体験することのできない過去や未来、宇宙や異次元に連れて行ってく

れたり、経験させてくれるのが『読書』の醍醐味です。メディアセンターでお気に入りの一冊を

探して読んでみませんか。

10月22日（土）には、「柏市内中学生ビブリオバトル（知的書評合戦）」決勝が、ラコルタ柏

３階オープンスペースで行われました。事前に行われたオンライン予選には、高柳中から２年Ｂ組

菊地花梨さんが参加し、『赤ずきん、旅の途中で死体と出会う。』青柳碧人（著）／双葉社 を紹介

しました。他校の生徒とお互いの考えを伝え合う貴重な時間となりました。

チャンプ本・特別賞
『匿名』 柿原朋哉（著） 講談社 <913>

柏市内中学生ブリオバトル出場者のおすすめ本は、11月15日から27日まで市立図書館本館で展示されます。
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🍎 林檎🍎
これから旬を迎える果物りんご。大好きな人も

多いのではないでしょうか。11月には“りんご

の日”があります。

いいリンゴの日 11/5 青森県が制定

長野県りんごの日 11/22   JA全農長野が制定

青森県と長野県は、りんごの生産量が全国１位、

２位の県です。

りんごの本を読んでみよう！

※ライブラリーサーチより一部引用しました。

高翔祭ビブリオバトル
チャンプ本は『傷物語』に決定！

10月28日（金）に行われた高翔祭ビブリオバトルでは、読みたい本に出会えましたか。あらす

じをわかりやすくまとめた発表、歌を交えた発表など、それぞれの発表者の工夫が伝わってきました。

投票の結果、今年のチャンプ本・準チャンプ本は以下のとおりになりました。

チャンプ本
『傷物語』 西尾維新（著） 講談社 <913>

発表者 ３年Ａ組 畑徹平さん

準チャンプ本
『犯人は僕だけが知っている』 松村涼哉（著） KADOKAWA <913>

発表者 ３年Ｅ組 中くららさん

普段の生活でも、友達や家族と、おすすめの本をどんどん紹介し合ってみるのもよいですね。メディア

センターでは、高翔祭ビブリオバトルで紹介された本を展示しています。ぜひ読んでみてください。


